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18:00-20:00

会 場 新潟東映ホテル

2階 朱鷺の間

Ⅰ. 一 般 演 蓮

1)通電 テ ス トに よる硬 膜 外 カテ ー テ ル先 端 適

性位置の修正
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【目的】(1)術中脊髄電位モニター,(2)桂皮的確除

外通電,(3日2)+硬膜外持続薬液注入.【対象】上記

目的でカテーテル電極 (CE)を脊髄硬膜外 (EP)に挿

入留置 した計818名の患者.【方法】持続硬膜外ブロッ

クの手技に準 じ,径約 1mm の CE (3嵐 1cm 間隔)

を Tuohy針 bel-elを矢状面に平行に EP に刺入,吹

に bevelを冠状面に平行に向け CE を針尖端 よi)約 5

cm 挿入.A群では2本の CE を両側か ら同様な方法

で挿入.B群では通電テス トにて両側性の均等な分節性

筋収縮があれば CE をそのまま留置.不均等収縮があ

れば bevelの方向を変化させ再挿入 し.通電テス トに

より,目的のセグメントに両側性均等筋収縮を得るよう

にカテーテルを緩やかに移動 させた.以上の操作で 目的

とする部位に位置 しない場合は,Tuohy針の方向を再

調整 し,同一皮膚点で再刺入 し,同様な操作 を行った.

CE先端位置の最後確認はレ線又は イメージで行った.

【結果】A群に比 し,B群で有意に (P<0.01)後部

硬膜外腔正中にまた目的とするセグメントに (P<0.05)

CEの挿入が可能であった.B群において 3例にレ線上

の位置と筋収縮 との間にずれがみられ,また2例におい

て筋収縮 と自覚 との間にずれがみられた.また,A群に

おいて 9例に椎間孔より硬院外腔より同園組織へ迷入 し

ていた.B群においては最初の試みで,2例に周囲組織

への迷入が認められたが.通電テス トと再挿入により硬

除外腔-移動 し得た.【結論】以上の結果か ら上記の 目

的で CE先端が後部硬膜外正中に位置 させることが望

ましい場合は,CE による先端の位置修正法は有用であ

ると考えられる.
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2)硬膜外腔電極 移 動 法 に よる脊 髄 障害部位の
位置決定法

藤田 餌 (霊締 民病院)

学窓美蔑嘉 欄 田 餌 亡霊晶 大 学)
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誘発電位は神経系の機能評価や術中モニタリングによっ

て神経に不可逆的なダメージが及ぶのを防 ぐために主と

して利用されているが,今回は硬膜外腔にカテーテル電

極を留置 し移動 させることにより病変部位診断を行った.

症例は48歳,女性.脊髄 クモ膜嚢胞,クモ膜炎の術中に

術野より T4と T7/8から硬膜外カテーテル電極を挿

入 し.電極を移動させ各脊髄高位において上行性の脊髄

誘莞電位 (SCP)を測定 した.本病変により SCP の

振幅が T7の椎体レベルで約50%,T6で約20%低下 し

た.この病変部位は術前の MRI所見,脊髄クモ膜下鏡

所見とほぼ-致 した.今後,病変の軽度と振幅,潜時の

関係を検討する必要があるが,カテーテル電庵より脊髄

に沿った各高位で細か く誘発電位を計測 しその波形変化

を見ることにより術中に脊髄病変の高位診断が可能と考

えられる.

3)局在関連てんかんの MRI局所病変と P300

トポグラフィー
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事象関連電位 P300 (P3)は認知樺能を表すという

が.てんかん原件焦点 (FS)や器質性局所病変の P3

-の彩響や,P3の発生源については末だ確定的でない.

我々は,局在関連てんかん (PE)患者で,MRI上の局

所性病変,P3頂点及び FSの側 方性の関連 を検討 し,

器質性局所病変が P3に及ぼす影響を考察 した.

対象は,P3検査を施行 した PE患者41例である.P

3は,2音刺激オ ド･ボール課竜の単純加算で,脳波 を

10/20記録法で収録後オフライン解析 し頂点 を トポ グラ

フィー表示 した.41例を,MRI正常 (N)秤 (16例 :

39%)と,MRI上で局所性病変を里 した例では,海馬

萎縮 (H)群 (9例 :22%)と,その他の病変 (T)群

(16例 :39%)の 3群に分け,P3頂点の左右 シフ トと

FSの側方性 を検討 した.

N 群のうち12例 (75%)で P3のシフ トは FS と対

側だった.H 群のうち5例 (55.6%)で P3のシフ ト


